


背上げの実態と、背上げに関連する知識と行為の実

態を明らかにする。 

 

Ⅲ．用語の定義 

【背上げ】 

 ギャッチベッドの背ボトム（板）を上げて、上半

身を起こすこと。またはギャッチアップすること。 

【背上げ角度】 

背上げにより生じたベッドの背もたれの挙上角度。 

【膝上げ】 

ギャッチベッドの膝部分を上げること。 

【背抜き】 

背上げ後に背部をベッドから一度離し、背部の圧

力を軽減すること。 

 

 

Ⅳ．研究方法 

１．調査対象 

A 県内の 360 施設のうち、調査に承諾の得られた

病院 80 施設と特別養護老人ホーム 35 施設、老人保

健施設 20 施設で、看護や介護をしている職員を対象

とした。 

 

２．調査期間 

平成 17 年 11 月～12 月末日 

 

３．調査方法と調査内容 

調査は郵送調査法により実施した。まず A県内の

360 施設の施設長宛に①調査協力の依頼文、②調査

受諾はがき、③回答者用依頼文、④無記名式調査票

を同封し発送した。回答者は 1施設 1病棟について

2～3名程度とし、人選は施設に依頼し、調査に協力

できる人数を「調査受諾はがき」で返送してもらっ

た。次に「調査受諾はがき」を元に、施設長宛に①

回答者用依頼文、②無記名式調査票、③返信用封筒

など一式を一人分として、依頼人数分を発送した。

調査票の回収は、返信用封筒を用いて直接調査対象

者に返送してもらった。 

 

４．調査内容 

調査内容は、①対象の概要、②経口食事介助時の

背上げ角度と持続時間、経鼻経管栄養時の背上げ角

度と持続時間、胃瘻経管栄養時の背上げ角度と持続

時間など、③背上げに関連する知識と行為の項目で

構成した。 

 

５．分析方法 

得られた調査データは、背上げに関する質問項目

ごとに Excel2003 を使用し単純集計を行った。調査

対象である病院と特別養護老人ホーム、老人保健施

設の全ての施設の特徴を明らかにすることと、施設

別では、特別養護老人ホームと老人保健施設を一つ

にまとめて「施設」とし、「病院」と「施設」の比較

を行った。 

 

６．倫理的配慮 

 施設長宛に本研究の概要を文書で説明し、同意を

得た。本調査への協力は強制ではなく自由意思であ

ることや質問紙の配布は施設長を経由して調査対象

者へ配布されるが、途中で回答を放棄できることを

可能とした。得られた情報は、研究以外の目的では

使用しないこと、施設名や個人名等が特定されない

ように統計処理や保管を行い、集計後は情報を破棄

することを誓約した。また、調査受諾はがきや質問

紙の返信をもって、上記内容に承諾を得られたもの

とした。 

 

Ⅴ．結果 

１． 対象の概要（表１） 

質問紙の配布数は 827 部、回収数は 536 部で、回

収率 64.8％であった。その全てを有効回答とし分析

対象とした。対象者の平均年齢は 38.2 歳（SD±10.8）

で、年齢別では 20 代が 29％と最も多く､次に 40 代

28％、30 代 23％の順で､50 代以上の者も 19％いた。

性別では女性が 94％を占め、男性はわずかに 6％で

あった。職種別では看護師が 64％と最も多く、次に

介護福祉士 19％、准看護師と介護士はそれぞれ 7％

であった。また経験年数では、20 年以上が 29％と最

も多く、次に 10 年以上 27％、5 年以上 24％の順で
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